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2017年度 自治体における
� 政策・制度の充実にむけて

第１回事業団体連絡会議労働者の福祉向上へ

第  583  号　2016年8月25日
発　行　所	 石川県労働者福祉協議会
発行責任者	 西田　満明
編　集　人	 上野　貞彦
   〒920-0024	 金沢市西念3丁目3番5号
	 電話（076）231-1737
	 FAX（076）231-1731
　　　　    http://www.ishikawa-rofukukyo.jp
　　　　    info@ishikawa-rofukukyo.jp
	 毎月1回 25日発行

て、中央労福協より全国的な対
応が求められている事項の概略
を説明した上で、今年度におけ
る要請予定項目および各団体に
おける現時点での要請事項が説
明された。
　更に、要請にかかる具体的な
行動日程の方向性などについて
も説明し、詳細等については次

回において確認をすることとした。
　なお、今年度も各自治体に対し、事前の要請
内容の説明会をもつほか、連合石川地方議員団
への説明を経た上で、各自治体首長を訪問し、
2017（平成 29）年度における要請を行うことを
決定した。
　今後は、労福協理事会で政策的要請事項を確
認した上、各団体の要請事項の取りまとめ、次
回会議を経て、具体的に次年度要請へと進める
こととなる。

　労福協は、８月９日（火）フレンドパーク石川
で今年度第１回目の事業団体連絡会議を開催し
た。
　この会議は、労福協会員団体のうち連合石川
を除く７団体からの委員で構成し、労働者や県
民・市民の生活・福祉の充実にかかる政策や制
度、福利等に関する要望事項の提案・調整をし
て要請事項として取りまとめるもの。
　中川博労福協専務理事が、「中央労福協が中
心となり多くの利用者が改善を求める奨学金問
題、生活困窮者自立支援法による支援の拡充は、
必要不可欠なものである。とりわけ、将来を担
う若者を苦しめる奨学金問題は、昨年の署名活
動などにより政府においても改善の方向を示し
つつあるが、現在の制度案では不十分であり、
更に進んだ制度の改善が必要である。現役労働
者においても、将来の生活が安定的に見込まれ
る福祉社会にしていく上で、今年の要請は大切
なものである。具体的要請内容については、更
に吟味し、取りまとめ、労福協理事会での確認
も踏まえ成文にしていく様に協議を願う。」と挨
拶して始まった。
　早速、今年度における政策的要請事項におい
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中部労福協「第４回理念・歴史・リーダー養成講座」
　中部労福協は、８月３日（水）、４日（木）の２
日間、大阪市で「2016 年度第４回労働者福祉運
動の理念・歴史・リーダー養成講座」を開催した。
　受講者は総勢 73 人で、本県から連合石川の
小水康史氏、北陸労金石川県本部の東晃栄氏、
全労済石川県本部の中西健仁氏、労信協の川越
愛子氏、中川博労福協専務理事の４人が参加し
た。
　主催者および開催地代表の挨拶に続き、古賀
伸明中央労福協顧問より「労働運動・労働者自
主福祉運動への期待」と題し講演し、「少子高齢
化などによる人口８千万人時代に向けた『全員
参加型社会』の実現、所得格差の解消および女
性の社会進出などには『包摂的成長』が必要であ
り、『真の助け合いと支え合い、負担の分かち
合い』が重要である。」などの提起があった。
　また、山本幸司中央労福協参与から「職域・
地域で労働運動と協同組合運動の連携強化」と
題し、「かつて日本は『一億総中流社会』と呼ば
れていたが、現在は見通しの立たない老後、生
活保護者や子ども貧困率の増加と雇用の劣化な

（８月 25 日現在）
開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場

8月29日 月 労福協 第６回理事会 フレンドパーク石川
30日 火 　〃　 2016 年度第２回事業団体連絡会議 　　　　〃

9月  1日 木 中部労福協 第２回幹事会 ( ～２日 ) 富山市
〃　 〃 勤文協 第 45 回絵画・陶芸展（～４日） しいのき迎賓館
4日 日 　〃　　　　　　〃　　　　　　　　  表彰式 　　　〃
7日 水 中央労福協 地方労福協会議 札幌市
8日 木 　　〃　　 全国研究集会 ( ～９日 ) 　〃
〃　 〃 勤文協 第 45 回絵画・陶芸 野々市展（～ 11 日） 野々市市 情報交流館カメリア

12日 月 中部会館協 第１回幹事会 横浜市
〃　 〃 全国会館協 定期総会 ( ～ 13 日 ) 　〃

15日 木 労福協 第１回四団体懇談会 フレンドパーク石川
16日 金 勤文協 第 45 回絵画・陶芸 羽咋展（～ 19 日） 羽咋市 ギャラリー雲
24日 土 　〃　　　　　〃　　　　  能美展（～ 27 日） 能美市 根上総合文化会館
27日 火 労福協・LSC 第 14 回福祉グランド・ゴルフ中央大会 金沢市 大和町広場

10月  3日 月 労福協 自治体要請 連合石川地方議員団懇談会 ANA ホリディイン金沢スカイ
5日 水 　〃　　　 〃　　 加賀地区自治体担当者会議 ホテルアローレ
6日 木 中部労福協 2016 年度研究集会 ( ～７日 ) 岐阜市
8日 土 労福協・LSC・子育て支援ネット 親子芋掘り交流会 金沢市粟崎

11日 火 労福協 自治体要請 能登地区自治体担当者会議 県立生涯学習センター能登分室
15日 土 LSC・北陸労金 ろうきんフェスタ 2016 産業展示館 2 号館
21日 金 労福協 自治体要請 加賀地区各自治体 加賀市ほか
24日 月 　〃　　　 〃　　 能登地区各自治体 ( ～ 25 日 ) 内灘町ほか

これからの行事予定

どで日本社会の足元が揺らいでいる。その一方
で、企業の内部留保は 366 兆円に達している
が、働く者の賃金の増加や個人消費に全く繋が
らず、企業だけが儲かり、国民は景気回復を実
感できていない。我々は、今こそ持続可能な社
会の実現のため、公平な富の配分と、共助の質
的量的改革と公助の再構築を実現しなければな
らない。」とした。
　その他、関西大学商学部長の杉本貴志教授か
ら「社会的期待に応える非営利・協同組織」、近
畿労金・全労済大阪府本部および大阪府生協連
から「事業団体・生協の現状と課題」と題した講
演で２日間の養成講座を終了した。
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　石川県勤労者共済生活協同組合第 61 回通常
総代会ならびに全労済石川県本部第７回代表者
会議が７月 29 日（金）労済会館において、出席
総代 168 名のもと開催された。
　冒頭、光林邦彦理事長は挨拶で「４月 14 日に
発生した熊本地震では地震発生以降、直ちに全
国からの動員体制の中で迅速な共済金支払いに
努め、今日段階で 22,200 件の被災受付、約 111
億円の共済金支払いとなっている。また、石川
県では４月 17 日と５月の連休に突風被害があ
り、熊本地震とほぼ同時期のため他県からの応
援要請は行わず、県本部役職員全員で、約１カ
月間休日返上で現場調査対応をし、390 件、約
７千万円の共済金支払いを行った。
　全労済は 2017 年度に 60 周年を迎える。労働
者が作った『共済事業』として成長してきたが、
60 年をひとつの節目にして、今一度『労働者自
主福祉・労済運動』の初心に立ち返り、組合員・
協力団体の皆様方の『共感・参加・信頼』を得て、
生活保障設計の充実・強化に取り組みを進めま
す。皆様方の更なるご理解とご協力をお願いす

石川県勤労者共済生協第61回通常総代会・全労済石川県本部第７回代表者会議
る」と挨拶した。
　来賓として、西田義明石川県県民文化局県民
生活課長、西田満明連合石川会長・石川労福協
理事長からの祝辞のあと、中川博石川労福協専
務理事、松島慎一全労済中日本事業本部コンプ
ライアンス室長が紹介された。
　議案審議前に、窪田正尚業務委員長より
2015 年度優秀団体として２部門 56 団体が表彰
され記念品の贈呈が行われた。
　石川共済生協第 61 回総代会の議案審議は、
後本康裕専務理事が 2015 年度活動報告および
剰余金処分案、総合（慶弔）共済事業規約の一部
改正、2016 年度活動計画等の提案がされ、満
場一致で可決承認された。
　また、半田宏志選挙管理委員長より役員補欠
選挙の提案があり、５名が新たな理事として選
任され、総代会を終了した。
　続いて県本部第７回代表者会議の付議事項が
審議され、2015 年度事業報告では、昨年度の
純増実績と比較して、「住まいる共済」を中心に
約 12 万口増加したが、達成率 98.3% にとどまっ
た。2016年度活動計画では、「住まいる共済」「こ
くみん共済」「マイカー共済」を重点共済とし、
約 65 万口のプラス伸長を目標設定とする提案
がされ満場一致で可決承認がされた。
　付議事項提案終了後、退任役員の挨拶に続き、
新任役員の紹介ならびに挨拶がされ、2016 年
度がスタートした。



労 福 協

− 4 −
※この機関紙は再生紙を使用しています。

2016年8月25日

≪バスケットボール大会≫
７月31日・白山市若宮公園体育館
　◇男子３組
　①DISCOVERY②高岡中OB東組③ホーミーズ
７月31日・金沢市額谷ふれあい体育館
　◇シニア
　①ダブルクラッチ②馬場ちゃんず③NOB

８月７日・いしかわ総合スポーツセンター
　◇男子４組
　①TAKAMAZ②ハッスル・ホイ③犬丸BC

8月14日・白山市若宮公園体育館
　◇女子２組
　①Hardi②ガリーズ③NECソリューションイノベータ

≪ソフトボール大会≫
７月31日・金沢市営専光寺ソフトボール場
　◇１組
　①日章河内クラブ②MSB③相球会、鈴見ライナーズ

８月７日・金沢市営専光寺ソフトボール場
　◇２組
　①DZシャークス②越野緑園カインズ③マシナリーズ、99Ｓ

第49回県勤労者夏季大会

勤 体 協
　加賀地域 LSC
では、白山・小松
の各地域のLSCに
続き８月６日（土）に
北陸労働金庫大聖

寺支店２階会議室にて昨年に引続き３回目となる退
職前セミナーを社会保険労務士法人ウィズからの
２名の講師を含め、18名にて開催した。
　冒頭、主催者側より事務局長の挨拶の後、労金・
全労済からの商品紹介を兼ねての挨拶が行われた
後、講義がスタートした。
　講義内容が退職前セミナーということで、参加
者は退職間近の方も多く、年金・老後の医療にか
かわる話、税金、保険等、日頃なかなか話を聞く
ことの出来ない内容の講義とあって、参加者は一
語一句聞き逃さないようメモを取りながら真剣に聞
き入っていた。
　講義終了後の全体質疑では、あまり質疑がなかっ
たものの、個別相談に入ると何人もの方が、講師
の先生、労金、全労済と順番に話を聞きに回って

いた。それほど、参加された方にとって貴重で重
要なセミナーであったのだと感じさせられた。
　このような活動を通して、今後もLSCの活動を
アピールしていきたいと思う。
� 加賀 LSC　事務局長　永井　達也

加賀地域ライフ・サポートセンター
退職前セミナー

地域 LSC

生活応援バンク
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